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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 11日 (2006.12.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 （ １ ４ ） を 含 む 切 り く ず 除 去 機 械 加 工 の た め
の 切 削 イ ン サ ー ト で あ っ て 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） は 射 出 成 形 さ れ た 超
硬 合 金 で 作 ら れ て お り 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ に 押 し 付 け て 締 め 付 け る た
め の 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） を 含 み 、 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） は 前 記 切 削 イ ン サ ー ト と
一 体 状 で あ る 切 削 イ ン サ ー ト に お い て 、
　 前 記 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） と は 反 対 側 に あ る イ ン サ ー ト （ １ １ ） の 一 方 の 面 が 、 前
記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） を 前 記 ホ ル ダ に 押 し 付 け て 締 め 付 け る 際 に キ ー と 協
働 す る よ う に な っ て い る 少 な く と も １ つ の キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） を 含
　

　

こ と を 特 徴 と す る 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） は 、 前 記 ホ ル ダ の 支 持 面 に 突
き 当 た る よ う に な っ て い る 下 面 （ １ ２ ） を 有 し 、 前 記 下 面 の 中 央 部 分 が 前 記 手 段 （ １ ５ 、
２ ７ ） に 連 続 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｅ
、 １ ０ Ｇ 、 １ ０ Ｉ ～ １ ０ Ｌ ） 内 の 輪 郭 形 成 さ れ た 凹 み （ １ ８ ） 、 ま た は 、 前 記 切 削 イ ン サ
ー ト （ １ ０ Ｆ 、 １ ０ Ｈ ） 上 の 輪 郭 形 成 さ れ た 突 起 を 含 み 、 前 記 キ ー グ リ ッ プ は 中 心 線 を 有
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） の 輪 郭 が ３ つ 以 上 の 回 転 さ せ る た め の 面 を
含 む 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） は 、 １ つ ま た は 複 数 の 螺 旋 形 の 内 側 ま た は 外
側 溝 を 含 み 、 前 記 手 段 は 中 心 線 を 有 す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） は 、 少 な く と も １ つ の 入 口 を 有 す る ね じ 山 を
含 む 請 求 項 ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。

機 械 的 に

み 、
前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） の 周 辺 端 部 の 半

径 方 向 の 内 側 に 位 置 し 且 つ 取 り 囲 み 、 且 つ
機 械 的 に 押 し 付 け て 締 め 付 け る た め の 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー

ト 及 び 前 記 ホ ル ダ の 対 応 す る 部 分 に ネ ジ 切 り 部 ま た は 指 し 込 み 部 を 含 む 、



　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） は 、 少 な く と も ２ つ の 入 口 を 有 す る ね じ 山 を
含 む 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） の 前 記 中 心 線 は 前 記 キ ー グ リ ッ プ の 前 記 中 心
線 に ほ ぼ 一 致 す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 切 れ 刃 （ １ ４ ） は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 （ １ １ ） と 前 記 切
削 イ ン サ ー ト の 切 れ 刃 面 （ １ ３ ） と の 間 の 交 差 線 に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 切 削 イ ン
サ ー ト は ほ ぼ 円 形 の 基 本 形 状 と 円 形 の 切 れ 刃 と を 有 す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト
。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｉ ） と 、 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 （ １ ４ ） を
有 す る 少 な く と も １ つ の 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） と を 含 む 切 り く ず 除 去 機 械 加
工 の た め の 工 具 で あ っ て 、 前 記 工 具 （ １ ９ Ａ ～ １ ９ Ｉ ） は 前 記 切 削 イ ン サ ー ト を 前 記 ホ ル
ダ に 押 し 付 け て 締 め 付 け る 手 段 （ １ ５ 、 ２ ３ ， ２ ７ ） を 含 み 、 前 記 手 段 の 第 １ の
手 段 が （ １ ５ 、 ２ ７ ） が 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） と 一 体 状 で あ り か つ 射 出
成 形 さ れ た 超 硬 合 金 か ら 成 り 、 前 記 手 段 の 第 ２ の 手 段 （ ２ ３ ） が 前 記 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２
０ Ｌ ） に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 協 働 支 持 面 （ １ ２ 、 ２ １ ）
を 有 す る 工 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） の 反 対 側 に あ る 前 記 イ ン サ ー ト （ １ １ ） の 一 方 の 面 が 、
前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） を 前 記 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｉ ） に 押 し 付 け て 締
め 付 け る 際 に キ ー と 協 働 す る よ う に な っ て い る 少 な く と も １ つ の キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） を
含
　

　

こ と を 特 徴 と す る 工 具 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０
Ｅ 、 １ ０ Ｇ 、 １ ０ Ｉ ～ １ ０ Ｌ ） 内 の 輪 郭 形 成 さ れ た 凹 み （ １ ８ ） 、 ま た は 、 前 記 切 削 イ ン
サ ー ト （ １ ０ Ｆ 、 １ ０ Ｈ ） 上 の 輪 郭 形 成 さ れ た 突 起 を 含 み 、 前 記 含 み 、 前 記 キ ー グ リ ッ プ
は 中 心 線 を 有 し 、 前 記 手 段 の 中 心 線 は 前 記 キ ー グ リ ッ プ の 中 心 線 に ほ ぼ 一 致 し 、 前 記 切 削
イ ン サ ー ト は ほ ぼ 円 形 の 基 本 形 状 と 円 形 の 切 れ 刃 と を 有 す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 工 具 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 切 削 イ ン サ ー ト を ホ ル ダ に 装 着 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 工 具 （ １ ９
Ａ ～ １ ９ Ｉ ） は 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） を 前 記 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｉ
） に 押 し 付 け て 締 め 付 け る 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） と 第 ２ の 手 段 （ ２ ３ ） と を
含 み 、 前 記 手 段 の 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） は 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） と
一 体 状 で あ り か つ 射 出 成 形 さ れ た 超 硬 合 金 か ら 成 り 、 前 記 手 段 の 第 ２ の 手 段 （ ２ ３ ） は 前
記 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｉ ） に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 切 削 イ ン サ ー ト は 協 働
支 持 面 （ １ ２ 、 ２ １ ） を 有 す る 方 法 に お い て 、
　

　 前 記 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） の 反 対 側 に あ る 前 記 イ ン サ ー ト （ １ １ ） の 一 方 の 面 に 少
な く と も １ つ の キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） を 設 け る 工 程 と 、
　

　 前 記 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ 、 ２ ３ ） を 互 い に 係 合 さ せ る 工 程 と 、
　 キ ー を 前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） と 係 合 さ せ る 工 程 と 、
　 少 な く と も 前 記 支 持 面 （ １ ２ 、 ２ １ ） が 互 い に 突 き 当 た る ま で 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １
０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） と 前 記 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ３ ） と が 一 体 の ユ ニ ッ ト と し て 回 転 さ せ ら れ
る よ う に 、 前 記 キ ー を 回 転 さ せ る 工 程 と 、
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機 械 的 に

み 、
前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） の 周 辺 端 部 の 半

径 方 向 の 内 側 に 位 置 し 且 つ 取 り 囲 み 、 且 つ
機 械 的 に 押 し 付 け て 締 め 付 け る た め の 第 １ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ７ ） 及 び 第 ２ の 手 段 （ ２ ３

） が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト 及 び 前 記 ホ ル ダ の 対 応 す る 部 分 に ネ ジ 切 り 部 ま た は 差 し 込 み 部
を 含 む 、

機 械 的 に

前 記 ホ ル ダ の 切 削 イ ン サ ー ト 及 び 対 応 す る 部 分 に ネ ジ 切 り 部 分 ま た は 差 し 込 み 部 分 と し
て 機 械 的 に 押 し 付 け て 締 め 付 け る た め 第 １ 及 び 第 ２ の 手 段 （ １ ５ 、 ２ ３ ， ２ ７ ） を 備 え る
工 程 と 、

前 記 キ ー グ リ ッ プ （ １ ７ ） が 、 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） の 周 辺 端 部 の 半
径 方 向 の 内 側 に 位 置 し 且 つ 取 り 囲 む 工 程 と 、



を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 支 持 面 （ １ ２ 、 ２ １ ） が よ り 堅 固 に 互 い に 押 し 付 け 合 わ さ れ る
よ う に 、 機 械 加 工 中 に 作 用 す る 切 削 力 に よ っ て 前 記 ホ ル ダ （ ２ ０ Ａ ～ ２ ０ Ｉ ） に 対 し て 相
対 的 に 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｌ ） を さ ら に 回 転 さ せ る さ ら に 別 の 工 程 を 含 む
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
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